
【所管事務報告】公共営繕工事の取組について 公共建築部営繕課・設備課

市有施設の長寿命化や規模適正化、施設の統廃合による総コストの抑制に向け、「熊本市公共施設等総合管理計画」をもとに耐
震化や安全安心、環境に配慮した計画的な施設整備に取り組んでいる。 加えて、近年の建設業を取り巻く社会課題に対応し、【生産
性向上】、【建設現場・就業環境改善】、【技術力継承と新技術の研究】に関係部署が一丸となって取り組むため、本年5月に『公共
建築工事連絡会議』を設置した。引き続き、県関係部署や建設事業者団体等と連携し、総合的に進めていく。

～2023年度 2024年度 2025年度～

生産性向上

建設現場・就
業環境改善善

技術力継承と
技術研究

①情報共有システム 2022.7～試行
①書類の簡素化（押印廃止） 2024.1～

②遠隔臨場 2023.4～試行

①情報共有システム 2024.4～全工事の2割程度へ拡大
①工事書類合理化検討 本格運用 等

①週休2日工事 2021.4～試行 ①週休2日工事 2024.4～本格運用 対象：原則全ての工事

①快適トイレ 、熱中症対策 2023.4～試行

継続実施

①快適トイレ、①熱中症対策 試行継続

適正な予定価格や工期の設定 ②適正価格設定推進（単価更新頻度、少量僅少単価採用）

【生産性向上】
①情報共有システムの拡大等

②遠隔臨場の活用

〇立会、協議、検査及び調整を必要とする作業等を
WEBカメラ等を活用して行う遠隔臨場を実施中

〇2024年度
より対象を
設計金額
8,000万円
以上の工事
へ拡大

①工事週休２日の推進・快適トイレ等

②適正な工期と単価対応

【建設現場・就業環境改善】

〇本年度より対象を原則全ての工事へ拡大。
工期全体で4週8休を促進
〇快適トイレ及び遮光
ネット等の熱中症対策
の促進

【技術力継承と技術研究】
①技術力の継承・専門知識の習得

②技術導入研究・環境負荷を低減

〇技術資格取得の支援（民間と連携した
勉強会・資格取得研修）

〇関係課と連携し法定必要資格に関する
手当等の拡大

〇木造利用促進に向けた県・業界
団体等との共同検討

〇BIMの※1導入に向けた研修・
先進地情報共有

〇ZEB ※2化・省エネ改修実施に
向けた試行や先進地視察

〇直近の物価を反映した適正な予定価格設定に伴
う適正な単価更新頻度の検討や少量僅少単価採用

〇熊本県建設業協会
建築部会等と連携し
、適正工期に向けた
検討部会を設置

中大規模木造建築物説明会参加 ②ZEB化改修設計3件、木造・木質化に向け検討組織設置

BIM研修会参加 ②本市主催BIM勉強会実施、他都市実態調査

小規模工事へ 拡大

継続実施

ZEB化拡大・木造利用試行

BIM試行検討

資料 都－6

〇書類等のやり取りや決裁をWEB上で行う情報
共有システムを実施中。
本年度より対象を希望型から設計金8,000万円
以上へ拡大

〇関係部署と
連携した
工事書類
合理化検討

②遠隔臨場 2024.4～全工事の2割程度へ拡大

出典：国土交通省ウェブサイト （https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/achievements/papers/pdf/H23_dogishi03.pdf）（https://www.mlit.go.jp/tec/content/001473624.pdf）（https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk6_000094.html）

※1

“ビルディングインフォメーションモデリング”
コンピューター上に現実と同じ建物の立体モデ
ルを再現し建物レベルの向上を図る仕組み。
※2

“ネットゼロエネルギービル”
快適な室内環境を実現しながら建物で消費する
年間一次エネルギー収支をゼロとすることを目指
した建物。
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